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日本

～その2

の陶土

薩摩焼～

を訪ねて

藤井紀之(鉱床部)

筆者が沖縄の陶土について地質ニュｰス(251号)に紹介して

から既に2年以上たつ.沖縄を訪れた時筆者カミ強く印象づ

けられたのは何気なしに手にとるやきものにそれを造り育

てて来た人々の息吹きカミその土地の香りと共に深くこめられ

ているということであった.民窯の歴史は民衆の生活と強

く結びついておりまたそれが育った土地の原料を種々工夫し

て巧みに使っている点に大きな特色がある.そういった各

地のやきものと原料の結びつきを探って見たいという気持から

日本の陶土をシリｰズとして御紹介することを思い立った.

しかしこれは本来の研究計画とは別個のものであり毎月連

載するなどということは思いも寄ら荏い.それこそ風の吹く

ままに筆者カミ訪ねる機会を得た順に1年に1回あるいは2回

でも折にふれて駄文を綴って見る心算である.今回は沖縄

に続く第2回として薩摩焼の原料について御紹介する.

1.はしがき

日本の陶芸が文禄･慶長の朝鮮戦役の時連れ帰られ

た朝鮮の陶工の手によって大きな発展を遂げたことは

よく知られている.薩摩焼はそれこそ朝鮮人陶工に

よって創始され今なおその子孫によって伝統が承け継

がれている点で他に類を見恋いやきものである.磁器

を思わせる優美な白薩摩･素朴ななかに独特の繊細な感

じ｡を秘める黒薩摩がその代表であり多くの人々によっ

て愛好されている.

筆者は昨年10月鹿児島県工業試験場の御好意でそ

の窯元および原料地を訪ねる機会を得た.ここでは

既に今まで同試験場で蓄積して来られた多くの研究結果

に筆者の見聞および調査･研究結果を加えて薩摩焼

の陶土について御紹介することとしたい.なお本文

中の薩摩焼の手法･歴史に関する記述は主として比寿

官著｢日本のやきもの･2一薩摩一｣および県工業試験

場の諸資料から引用したものである.

2.薩摩焼の生いたち

2.1陶工の渡来

慶長元年から3年(1598)へかけて続いた朝鮮再役の

ナムウォン

折の激戦地の一つとして知られている所に南原という城

市がある.朝鮮半島の南西部を占めている全羅遣の一

帯は12世紀の高麗青磁の頃から陶業が最も盛んだった

所でありこの地方の一中心都市であった南原付近にも

多くの陶工が居住していた.現在薩摩焼の窯の火を守

り続けている陶工達の祖先の多くはこの南原落城の際

島津軍に捕えられて日本につれて来られたものという.

かん

彼等は3隻の船で鹿児島･串木野それに神の川にぱら

ばらに上陸した(第1図).しかし折柄豊臣秀吉の死後

とあって日本中に政戦の渦炉巻いていた時であり島津

家としても陶工達の面倒まで見る余裕は全くなかったら

しい.天下分け目の関ケ原の合戦が起ったのは慶長5

年(1600)であるがその前年には島津家の内部で有

力部族の伊集院忠真の叛乱などもあり島津義弘自身落

着いて内治に専心出来るようになったのが慶長7年のこ

とであった.陶工達はその間自分達の手で細々と自

活していたがその後の運命は大体三つのグルｰプに分

けてたどることができる.

その一つは神の川に上陸した名工金海(日本名星山

伸次)を中心とする人力で比較的早く島津義弘に召出

うと培さとたτ

され帖佐の宇都･加治木の於里更に鹿児島の竪野に

窯を築き維新に至るまでの薩摩の藩窯の基礎を作った.
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また金海の弟子芳伸の流れをくむ人々はやがて(1688)

加治木の竜門司窯を築きその伝統は今日まで脈々と伝

えられている.しかし串木野へ上陸した男女43人の陶

工達とその家族は数年に亘り放置されたままだった.

彼等は自ら小屋を作り窯を築き細々と作陶の煙をあ

げて生活していた.彼らにとって最も苦しくまた絶

望的であったろうこの頃の事情については幾つかの古

文書に断片的に伝えられている.やがて住民からの迫

害を逃れて陶工達は現在の苗代川(市来町美山)へと

移住し岡の上のそこここに小屋を結んで作陶を始める

ようになる.その間の事情は司馬遼太郎氏の短篇

｢故郷忘じ難く候｣にも流麗な筆線で生き生きと描かれ

ているので記憶されている方も多いと思う.

やがてその事情を知った義弘は陶工達に鹿児島へ移

り住むよう勧めたが彼等は承知しなかった.祖国へ通

じる海の見える所から離れたくないというのがその大

きな理由の一つであったという.この願いは聞き届け

られ慶長9年には苗代州に土地･屋敷が与えられて

17家の陶工達は｢朝鮮筋目の者｣として士分の待遇を

受けて作陶に専念出来るようになる.薩摩焼の名を天

下に高めた白薩摩はやがてこの苗代川で生み出された

のである.

苗代川には今もこの陶工達の子孫が住み至る所に昔

の面影をそのまま残している.町はずれの岡の上にあ

る玉山神社では300年の昔と同じく今も古朝鮮風の祭

事が営なまれ当時の陶工達の哀しみと祈りを伝えてい

る(写真12).勿論ここの人々も立派な日本人であ

る.太平洋戦争にも多くの若者達がこの邑から参加し

ている.そして終戦時の外相東郷茂徳氏が苗代川の出

身であったことは意外に知られていない事実である.

2.2陶風の変遷

これらの陶工達が渡来した時は安土桃山時代の末期

であり茶道の隆盛に伴って茶陶が広くもてはやされた

時代である.したがって島津藩がまず陶工達に求め

たのは茶碗･茶入などの茶陶であった.金海も義弘

に召出されて帖佐の宇都窯を築いて間もなく陶法伝習

のため瀬戸に5年にわたって滞在している.古帖佐と

呼ばれる宇都窯やその後の於里窯から生れたやきもの

は大部分が茶陶であって晩年の義弘カミ金海等に焼かせ

て楽しんだものと言われる.古帖佐の螺もん"は黒

薩摩の源流と言われるもので後世のものより余程重厚

な趣のあるものが少なくないとの事である.また陶

工達が携えて来た朝鮮の陶土を使って泊もん"も焼かれ

ていた.今日の白薩摩の祖形とも言えるが磁土に富

む朝鮮の原料で作ったものであるから内容的にはか放

り異質なものである.この白もんぱ火だけを日本て

ばか

加えたということから｢火計り｣と呼ばれている.

さて奇妙なことに古来海外との交流の窓口とたって

きた薩摩の国であるにも拘らずこの時まで陶磁器は全

く作られたことがなかった.北海道を除く日本の殆ど

全土に広がっている須恵器の遺跡すら薩摩では発見され

ていないのである.陶業が根付かなかった理由は不明

であるが当時一流の文化人でもあった島津義弘にとっ

て薩摩に陶芸を興すことは大きな悲願であったに違

い狂い.渡来した陶工達に対する義弘の手厚い庇護も

その現われの一つであったろう.更に2度にわたる遠

写真1苗代川玉山神社

ここでは今も例祭では朝鮮風の祭事が行なわれている写真2

苗代川の街道を一歩入ると孟宗竹の叢林ポ音の

面影をそのまま残している�
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征で李朝文化の筆とも言われる白陶や白磁に接した義

弘の心に白磁への強い憧れが生じたであろうことも想

像に難くない.

白陶･白磁ともなればまず原科の白土が必要である.

義弘の意を体して白土の調査に当ったのは苗代川の陶

工の長老であり庄屋でもあった朴弔意とその不貞用で

あったとされている.そして慶長19年薩摩半島の先

端に近い山川で最初の白土が発現されたのである.

以後約30年の間に指宿や霧島の1田土1加世田の京峯石

(稿用珪長石)等合目知られている原料地の多くが次

々に発見されていった.･白磁様グ)やきものとしては

｢火計り｣しかたかったのカミ薩摩産の白土で作れるよう

になったのであるからその反響は大きかった.義弘

も大いに喜び朴弔意に窯を築かせ白もんの製法を教

えさせている.苗代川での作陶はこれを契機として

急速な発展を見ることになる.以後白もんぱ殿様御

用として将軍家への献上品や他家への贈り物に使用さ

れ民需のかめ･雑器などには専ら票もんがあてられて

いる.

帖佐･加治木から竪野へと続いた藩窯は勿論苗代川

･竜門司の民窯の場合も歴代藩主の陶芸に対する庇護

と奨励策は並々ならぬものカミあった.薩摩焼の陶風の

確立に特に大きな貢献があったのは前述の金海･芳仲

･朴弔意等のほか金海の子金和･有村久兵衛･川原芳

工などである.彼等は藩の指示により有岡･京都抵と

へ赴き肥前焼や京焼の技法を薩摩に伝えている.磁

器の製法や染付などの技法は有田から金和がまた薩

摩焼の名を天下に高めた錦手は京焼の祖･野々村仁清

から有村久兵衛カミ学び伝えたのが始まりという.

そあつけ

〔染付〕

主に白磁の絵付に用いられる技法.白色の素焼した

素地に呉須(コバノレト土)で文様を描きその上に透明

細をかけて焼き上げたもの.コバルトが青く発色し

一部は紬に溶けて美しい青花文様が現われる.

にL書モ

〔錦手〕

江戸時代初期に京都の野々村仁清によって創始された

華麗た色絵のやきもの.金銀の粉末を豊當に使い画

風も繊細･優美で如何にも京焼の名にふさわしい.薩

摩錦手が多く焼かれたのは寧ろ江戸時代後半に入ってか

らで世界的にも有名な美術陶器の一つである.

現在の薩摩焼はすべて陶器に属するが肥前焼の磁藷

の製法はその陶風に多くの影響を与えた.とくに18

世紀の初(正徳年間)に天草で良質の陶石が発見され

原料の入手が容易に渋ると苗代川だと各地に染付白磁

専門の窯が築かれ幕末へかけて盛んに煙をあげていた.

とくに川内北方の平佐皿山窯は昭和16年まで火を絶や

すことがなかったという.現在これら肥前風の白磁は

全く焼かれていないが肥前焼の技法は苗代川や竜門

司に今も残る肥前風連房式登り窯(写真3･4)にそ

の名残りをとどめている.いや｢白薩摩こそは陶

土を使いなカミらその暖い生味を殺し冷い磁器のたたず

まいを追求して生れたものだ｣と極言する人すらあると

いう.高麗風京風そして肥前風の陶法が一体とたっ

て薩摩の土の上に花ひらいたものカミ現在の薩摩焼で

ある.

2.3現在の薩摩焼

次に製法を中心とした現在の薩摩焼の特徴について

若干ふれてみたい.

写真3竜門司の肥前式連房登り窯'

写真4竜門司窯入口にて薗岡窯業部長(左)と筆者�
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写真5鮫島佐太郎氏とその作品氏は作陶の傍ら

苗代川の白毛に民陶館を造りまた陶芸教室を

開いて指導に当るなど薩摩焼の発展に尽され

ている

黒薩摩

黒もんぱ何と言っても薩摩焼の源流である.白薩摩

の華麗さとは全く異なる落着いた厚味のある民陶風の

作風カミその特徴である.おもに民需用に焼かれていた

ちよか

だけに壷･かめ･茶家･徳利(カラカラ)などの日用

雑器が大部分である(写真5･6.7).

苗代川でも竜門司でも票もんの素地はそれぞれの窯

の近くに産出する土を幾種類か配合して作っている.

紬薬はシラスの中に挾在する水酸化鉄の薄層(シラス

バン)や火山灰質の土･磨き砂様凝灰岩などに雑木灰

を混ぜて調合する･原料の混合の割合･紬の掛け方･

焼成時の諸条件租とにより黒･飴･柿･そば色等様々

に変化した色調の票もんが得られる.この他竜門司で

さめ

は早くから大和風の技法をとり入れ五流し鮫肌な

写真6ふたロカラカラ黒もん独特の厚味と光沢は見る人を飽かせ

たい(鮫島佐太郎氏作)

ど豊か荏彩飾を施した作品を作り出している(写真7).

〔鮫肌〕

磨き砂凝灰岩を原科とする紬から作られる.溶けた

紬が球状に校ゆ全体が細かい水滴で覆われたような外

観を呈する.ざらざらした鮫の肌状を示す所からこ

の名を生じた.

.製法の点で票もんが大きく違っているのは素焼を

全く行なわないことで成形後適当に乾燥させた素地の

上に直接紬掛けして1250℃前後で焼成するのが普通であ

る.この紬掛けの時期を適切に選ぶことに重要な技法

の鍵があるという.なお最近では茶家恋とを直接炭

火にのせて酒を暖めるなどの用途に供するため耐火性

の高い原料も用いられている.この場合には一度素

焼きして後納掛け本焼を行なっている.

写真7黒もん竜門司窯にて

特の味わい赤ある

五流しのかめ茶家鮫肌の茶碗等厚味のある作風は独

自薩摩

黒薩摩の素朴恋土の香りと異なり白

薩麟いわゆる白もんがら受ける印象は

華麗放までに究められた技法である､

すかしぽり

そク)好い例が透彫の技法であろう.こ

れは維新後薩摩藩の庇護を失いその上

澗南戦役で藩窯竪野窯も灰燈に帰し薩

摩焼が存亡の危機に陥った時陶業の再

興に大き柱貢献のあった12代比寿官氏

の創始したものである.現存する寿官

武(14代)は12代の孫にあたる(写真8.

��

透彫に用いる陶土は焼成後健かの歪�
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写真8比寿官氏(14代)氏の横にあるのは13代寿

官氏の作｢透彫の香炉｣

写真9苗代川の比寿官邸に並ぶ白もんや票もんのかずかず

みもあってはならないため特に厳選した胎土が用いら

れる.彫り易い状態で成形された素地の上に竹を割

って作った定規抵とで下図を引き時計のゼンマイや付

すか

べらなどで作った彫刀で一つ一つ透しを彫って行くの

である(写真101112).細工を終った後素焼を行祖い

霧吹きなどで薄く紬掛けして成品が焼き上げられる訳で

あるが他に類を見ない精綴な技術であり錦手と並ん

で薩摩焼の名を世界に高めたと言われるのも当然と思わ

れる.

これら白もんの場合は素地そのものが焼成後も白色

を保つもので祖ければなら汰いので原料には精選した

白土が用いられる.最近までその主原料と粘っていた

のは指宿･山川の白土と薩摩半島の西端野間岬の近く

に産出する笠沙の陶石であったが最近では指宿の代り

に入来カオリンが専ら使用されている.これは指宿の

白土にはしばしば明ばん石が混入しておりそのため箱

のちぢれやピンホｰル･失透などのきずが発生し易いた

めという(鹿児島県1972).現在では入来カオリン

鉱業(株)で笠沙の陶石および入来カオリンを水ひし4

6程度に配合したものに一部島根県産の小馬木カオ

リンを加えて白薩摩用の胎土を調整している.

白もんの特徴はその｢ひびき焼｣という別称からも

かんにゆう

知られるように一面に細かく現れる繊細な貫入(ひび)

にある(写真11).この貫入を生じさせるために原科

･紬薬･焼成技術には多くの工夫が払われている.

一般には成形した胎土を750～850℃で素焼きしこ

れに加世田の京峯石(珪長石)を粉砕･水ひしたものに

檜灰を混晋て作った紬をかけ1250℃前後で本焼を行荏

う.そして更にその上に色絵を描き7～800℃で焼

付けをするという複雑抵工程がとられている.貫入は

写真10透彫の工程ゼンマイで作った彫フ]で一

つ一つ透しを彫っていく(加世岡福崎道仁

氏の窯場で)

写真11出き上った透し彫香炉みごとな透しと細かい貫入に白薩摩の特徴がよく現われ

ている(福崎道仁異作)�
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写真12福崎道仁武とその作品透彫の香炉

本焼の時素地と紬の膨脹係数の違いからガラス化した

紬カミ引張られて生じるもので胎土に石英が多く混入す

ると膨脹係数が大きくなり無貫入の成品が出来るため

原料の配合には特に注意が必要とされている.

3.鹿児島県の地質

それではこれら薩摩焼に使用されている原料はど

のような地質過程で生成されたのだろうか.ここでは

従来発表された多くの研究(松本ら196!鹿児島県

1962ほか)を基に鹿児島県の地質の生い立ちを概括

して見よう.

3.1基盤地質

県の西北端阿久根付近および野間岬の一部に露出する

秩父帯を除けば鹿児島県の基盤の大部分を構成してい

るのは四万十帯を形成している白亜紀～古第三紀の堆

積岩とこれに貫入した新第三紀の花開岩類である(第

2図).

四万十累層群はジュラ紀末期頃から西南潟木の外帯

に発達した優地向斜の堆積物であり大部分秒持粘板

岩の頻繁な互層からなりしかも殆ど化石を産出し加･

ため長い間時代未詳層としてその層序･構造は不明のま

まにおかれたものである.戦後特に橋本勇氏の先進

的な研究(橋本1962ほか)により四万十帯は蒲江

帯･延岡帯など幾つかの亜帯に区分され各帯に分布す

る地層の岩相･地質構造の記載相互の対比が試みられ

た.最近今井ら(1975)は更にその研究を発展させ

みか苫

九州の四万十帯を諸塚帯(大部分白亜系).神門帯1日

向帯(主に古第三系)高隈山帯(白亜系)および;司前

帯(古第三系)に区分し(第2図)砂岩の組成1変成

度などの詳細狂研究を基に各帯の岩相上の特徴･火山

活動との関係･地質構造上の特徴租とについて総括を行

なっている･これらの各帯は何れも断腐によって境さ

れておりおもに白亜系からなる帯と古第三系からな

る帯が交互にそれぞれレンズ状をなして九州から四

嗣へかけて分布している.

このような顕著な帯状構造が完成されたのは中新世の

初頃とされておりこの頃目本列島全体にわたって大規

模な構造運動･更に引続く火成活動が起こり今日の貝

本列島の骨核が形成された.この運動に関連して南九

州の四万十帯も鹿児島県の北西端阿久根付近で大きく

南北方向に屈曲し(北薩の響曲)鹿児島県は大部分陸

化して琉球弧へと続く島弧の構造が形成された､大隅

半島南部･高隈山･紫尾山･加世田付近などで花商岩や

石英斑岩恋どの貫入が行恋われたのはその後のことで

ほぼ中新世の中期にあたっている(松本ら1961).

3.2火山活動

この中新世中期から鮮新世へかけて鹿児島県の西半

部では活発恋火山活動が始まり大部分安山岩質一部は

流紋岩質の溶岩や火山砕屑岩が各地で繰返し流出した.

串木野･山ケ野･大口恋どの著名相金銀鉱床が形成され

たのはこの一連の火山活動によるものである.なお

この活動は琉球弧の西側に火山列島として連抵る古期

琉球火山帯の活動と一連のものでありこの時琉球弧の

東側は沈降して宮崎層群･種子島の茎永層群などの厚い

海成層カミ堆積している.

引続いて鮮新世後期から更新世へかけては再び全国

的荏構造運動が起こり鹿児島県でも現在の鹿児島湾か

ら霧島へかけて形成されていたと思われる地溝に沿って

隼人火砕流･伊作火砕流祖とが流出堆積し引続き各地

で局地的な陥没･隆起･侵蝕が進んだ.国分層群･加

久藤層群校とは何れもこの頃に形成された湖沼などに

堆積したとされており(太田等1967).北薩の各地に

点在･分布している.この運動は更は更新世から現

世へ続く活発な火山活動によって引継がれた.

桜島･霧島1開聞岳などで象徴されるように薩摩は

火の国である､そして殆ど鹿児島全県から宮崎県の一

部にまでわたって分布する灰石やシラスが更新世に現

在の鹿児島湾を中心として起った大規模注火山活動の噴

出物であることは一般によく知られている.これら

は水やガスを混えて流動性を帯びた大量の火山放出物

が地表を流走･堆積したもので高熱を保っていた部

分は溶結して板石"に在り軽石質の非溶結部は灰白

地1粗髭な一'シラス"となったものである.Hシラス"

にはこの他降下軽石や軽石流が削られて再堆積したも

のも含まれる.太田(1964)が定義したように一一シラ�
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ス"とは｢白色の砂質堆積物をさす地方的な俗語｣であ

りそのなかには噴出源･噴出時期･堆積過程の異なる

ものカミ多数含まれている.その見掛上の性状が似てい

るため更新世の火山活動の解明にあたっても多くの

異なる解釈を生む原因となっている.

これら大量の火砕流堆積物の噴出源として松本唯一

氏は姶良カルデラ(鹿児島湾の北部･桜島を含むほぼ円

形の陥没地域)と阿多カルデラ(同湾口部を中心とする

薩摩･大隅両半島にまたがる区域)を提唱した.そし

て大量の火山砕屑物を放出した後面カルデラが陥没し

っいでその中間部も地溝状に陥没して現在の鹿児島湾が

'形成されたと考えたてM五TsUmT0地43う.一その後も

多くの研究が行なわれ更新世の火山活動の地史も次第

に明らかにされてきているが細部ではなお未解決の問

紀

1阿久根

申

■

野間岬

■笠沙'.

■
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囮第四紀溶岩

国湾鷲群積物

･目鮮新一更新統
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題破斑岩等

国花筒岩頻

目白亜系･古第三系

騒古生層･中生層

第2図鹿児島県の地質図

㊥50万分の1地質図｢鹿児島｣

今井寺嗣奥村(1975)より編集簡略化した�
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策1表国公地域の火山砕履物の層序と対比

����咀C年代

�地質地代��太田ら(ユ967)荒牧(1969)�*は7イツション

����トラック年代

�完新世��.霧島･桜島などの降下軽石および�

���火山灰堆積物�

���(姶良カルデラの形成〕�

���亀割層入戸火砕流�{16.35023,{OO

���2次堆積軽石亀翻坂礫層�

更�･第��大隅降下軽石婁屋火砕流�

���姶�

���(姶良カルデラの形成)大1;舳年下軽石良�22,000

�4��入戸火砕流/姶良層･念�

���

新�氷��ζ月二神之二;,㌫�

��姶��

��良�姶良層一一一一一姶良屈3�

�期�火�阿�

��山�重久火砕流阿多火砕流)多�24,500

世���火�

���新川火砕流姶良煩2山�

���川内火砕流敷松安山拾�

���∴外1/1�卜…

�第2氷期一���72,000‡

�第31閉氷期���(新川火砕流〕

����住佻

�第1闘氷期���

�第1氷期��1111/1灘�

�鱗新世'��雑人火砕流･萩の元火砕流r見帰縦灰岩�63,000#

�中新～鮮新世��安山排梅ヶ谷安山岩�(萩の元火砕流

�白亜紀一���

�古第三紀��四万十累層群�

(太困ら1967荒牧1969によるフィッショントラック年代は

西村宮地1973による)

方向の山脈を超えて遠く川内･宮の城地域にまで達した

とする考え(荒牧1969)もある.

阿多火山の活動に引続き姶良火山の噴火が初まった.

姶良火山は数回にわたって大量の軽石流･降下軽石を放

出した後陥没により姶良カルデラが形成された.そ

の後現世に至りこの鹿児島湾から霧島へ続く弱線に沿っ

て霧島･桜島･開聞岳など池田湖周辺の火山などが噴

出し現在もなお活動を続けている.

上述の中新世から現世に至る火山活動は県内の各地

に金･銀･カオリンなどの鉱物資源をもたらす源泉とな

った.多くの金山が閉山した現在では開発･利用さ

れている鉱物資源はごく一部に過ぎないがその地質的

恋背景から見て探査の余地はまだ残されている.最近

シラスの利用研究が盛んになりガラス繊緯や工芸品

(瓶その他)などの企業化が成功していることなども

一つの新しい方向として注目されている.

4.陶土の産状と組成

4.1黒薩摩の原料

前述したように黒薩摩の原料は何れも窯元の近くの

原石が用いられこれを種々配合して胎土を作っている.

苗代川ではその近郊の伊作田･目置川口および神の川

の土が竜門司では鞍掛および飯森の土がその主な原料

である.これらは採掘量も少なく特に資源的に問題

とする程のものはない.鹿児島県(1972)によれば

その概要は次の通りである.

題も少なくない.その一例として国分地域の火山砕

屑物の層序に関する太田等(1967)と荒牧(1969)の見

解を第1表に示したが対比および噴出源について多く

の相違点があることが理解出来よう.

しかし今までの多くの研究を総合して見ると阿多火

山の活動が姶良火山より先行していたことにっいては

大体一致しておりその時期は約24500年前とされてい

る(荒牧･宇井1966).しかし阿多カルデラが池田湖

付近から大隅半島西岸にまで広カミっていたとする見方

(MムTsU皿0T01943ほか)に対しては否定的な見解か

出されておりむしろ鹿児島湾に沿って南北に伸びたカ

ルデラの存在が予想されている.最近の海上重力調査

の結果でも鹿児島の湾口から中央部へかけて南北に伸

びる重力異常が確認されており(中条･村上1976)

鹿児島湾全体が火山構造性の陥没地溝であるという考え

(荒牧･字井1966)を裏付けている.

阿多火砕流の分布についても研究者によりかなり見解

が異なっており阿多火砕流は桜島付近に存在したNW

(1)伊作田および日置川口の陶土

何れも四万十累層群のなかの砂岩･頁岩互層の風化部

で若干量の水酸化鉄を含み赤褐色～黄褐色を呈する.

筆者のX線回折の結果では伊作田土は石英とノ･ロイサ

イト(Si.A120｡(OH)｡･nH20)からなり少量の長石を

伴っている(写真13).四万十層群のような海成層に

ハロイサイトが多く含まれることは考え難いのでこの

土はかなり風化作用が進んだ部分と見ることが出来る.

伊作目ヨの土は特に耐火性に當みまた川口の土は粘性が

強い点に特徴があるという.

(2)神の川土

2次シラス中に挾在する粘土の薄層で厚さ10～20cm

程度に過ぎない.石英･ハロイサイトにモンモリロナ

イト(Mo.s3(Si3.67A1o.3ヨ)A12010(OH)2ただしMはMg

Kなどの交換性イオン)を混えている.

(3)鞍掛砂

竜門司北方の鞍掛付近で最初に発見されたのでこの�
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名がある.現在は更に北の地久利西方の台地上で採掘

している.胎良火山の入戸火砕流中の溶結凝灰岩(太

岡1967)で火山礫を多く混えている.X線回折の

結果では大部分クリストバライトで若千の長石および

不明粘土鉱物を含んでいる.分布範囲も広く量的な問

題はない.

(4)飯森土

竜門司の南･毛上部落の近くにあり小規模に採掘さ

れている.付近は国分属灘カミ分布しており陶土とし

て採掘されたのは安山岩質火山礫凝灰岩の上にのる崩

積土であった.現在は毛上部落の近くの崖で成層凝

灰岩の下に露出する赤褐色の凝灰質泥岩を採取している.

どちらも風化の影響で著しく軟質と校ゆ粘性が強いこ

とから胎土に可塑性を与えるために用いられている･

X線回折の結果では両者とも石英の他に相当量の非

晶質物質･不明粘土鉱物を含んでいる.

校おこれらの原料について鹿児島県工業試験場で分

そんた

析して頂いた結果を第2表に示す.このなかで草牟田

土は黄褐色の凝灰質泥岩でそば紬(黄緑色を帯びた色を

出す)の原料となるもので石英･長石の他に非晶質物

質および不明粘土鉱物を含んでいる.また窪野土は

磨き砂様凝灰岩で鮫肌用納原石として用いられているも

のである.

4.2白薩摩の原料

現在使用されている笠沙陶石･入来カオリンの他に

指宿や山川のカオリン垂水の陶石などが白薩摩の原料

として知られている.

(1)笠沙陶拓

野間半島の基部付近に賦存する.付近の地質は四

万十層群の粘板岩･砂岩互層とこれに貫入した石英斑

岩(リソイタイトに近いもの)からなり石英斑岩は小

規模抵岩株状をなして各所に点在分布している･陶石

鉱床は石英斑岩自体が熱水変質を受けて陶石化したも

ので変質作用は接触部付近の粘板岩にも及んでいる

(第3図).

採掘の対象となっているのは白色やや軟質の変質岩

で石英の他絹雲母･カオリナイト(Si･A1･O･(OH)･)

を含んでいる.また風化の影響を受けて水酸化鉄で汚

染された部分には非晶質物質を多く含むのが特徴であ

る.陶石鉱床は付近一帯に点カと分布しており量的

には余り問題はないが鉄の多い部分を手作業で削るな

どして選別しているため歩留りが悪く(写真14)この

第2表黒薩摩原土分析表

不
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(1)安山岩質火山礫溶結凝灰岩(入戸火砕流)

12〕凝灰質泥岩(風化)

(3)凝灰質泥岩

(4〕磨き砂様凝灰岩

(国分層群)

分析一鹿児島県工業試験場

点が今後解決されるべき問題であろう.選別された鉱

石は全て入来へ送られて水ひされる.

(2)垂水陶石

笠沙陶石に代り得るものとして開発が期待されてい

る鉱床である.鹿児晶県の資料(鹿児島県1960およ

び1972)によれば鉱床は四万十層群中に貫入したアプ

ライト脈の風化したもので鉱物組成は不明である.

第3表に笠沙および垂水陶石の分析例を示す.

(3)入来カオリン

新第三紀末の藺牟田火山基底部の火山砕屑岩類カミ熱水

変質を受けて形成されたカオリン鉱床であり現在白薩

摩の原料の白土はすべてここで採掘･精製されている.

入来カオリンについては野元堅一郎氏らの報告(野元ら

1963野元1967)があるが陶土よりも製紙用カオリ

写真13伊'作田土の電子顕微鏡写真�
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笠沙陶石採掘揚
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ンとして最近広く注目されるようになった鉱床である.

カオリン鉱床はテルル銀鉱の産出で知られた入来鉱山

と同じ所にあり金銀鉱床とカオリン鉱床は成因的にも

密接な関係があると考えられている.鉱石は0.2ミク

ロン前後の非常に細粒のカオリナイトからなり(写真15).

一部に同質のディッカイトを混えている.現在水ひ精

鉱の生産は700トン/月程度であるが明ばん石を含ま

ず粒度も細かいだめ良質のコｰティング用カオリン鉱

床として将来の発展が期待される(写真1617).

本鉱床については現在筆者の手で調査･研究を進めて

いるので詳細については別の機会に報告することとし

たい.

第3表白･薩摩用陶宥分析表
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(4)指宿カオリン

最近まで白薩摩の原料として用いられた歴史的にも著

名荏カオリン鉱床である.その生成時期は入来カオリ

ンより蓬かに新しく現世の火山活動により流出した複

輝石安山岩が熱水変質も受けたもので今もなお噴気の

跡が生々しい.白土はカオリナイトの他にクリストバ

ライト(Si02)･明ばん石を多く含み(村岡1952)

この明ばん石の混入が白薩摩の焼成に当って問題になっ

たのは前に述べた通りである.

(5)山川カオリン

指宿と同じく現世の輝石安山岩が熱水変質を受けて生

成された鉱床で耐火レンガの他白薩摩の原料としても

多く使用された.鉱石には粘性の強い一一ネバ"と粗霧

な一一バラ"とがあるが鉱物組成の点では大差は祖くカ

写真15入来カオリンの電子顕微鏡写真やや伸びた六角板状のカオ

リナイトｰ部に管状のノ･ロイサイトも見出される

写真14笠沙陶石の手選小刀で水酸化鉄の多い部分を削り落す�
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写真16入来カオリン水ひ工場

写真17入来カオリン鉱山全長

オリナイト･クリストバライトに明ばん石を伴い一部

にはモンモリロナイト質の部分もある(坪内等1968).

県工業試験場の試験結果では笠沙陶石･入来カオリン

に山川バラ粘土を加えたものが白薩摩の胎土として最

も良好であるとされている(鹿児島県1972).

5.あとがき

以上薩摩焼の原料として最も重要なものについて概

略を紹介した.鹿児島県下に産出する窯業原料として

は大口白土など他にも重要なものがあるが薩摩焼と

は関係が狂いので割愛した.

ただ筆者の僅か和見聞から得た印象では地元の多彩

な原料を使って独自の民陶風の作風を作り出している黒

薩摩と異なり白薩摩の原料は質的にかなり限られてお

りむしろ作風によって原料が規制されている感じであ

る.伝統美の保存は勿論優先されねばならないが新

しい原料を用いることから又新しい陶風が生れることも

考えられよう.350年以上にわたる歴史を持っ薩摩焼

カミその伝統を何時までも生かすと共に新たな陶風を

開拓して一層発展されることを期待して結びとしたい.

本稿を起草するに当り御著書の引用を快く御承諾下

さった比寿官氏また多くの貴重な御教示を頂いた鮫島

佐太郎氏を始め各窯元の方々･入来カオリン㈱の川田

幸一氏･野元堅一郎氏(元県工業試験場長)にこの機

会に厚く御礼を申し上げたい.

とりわけ鹿児島県工業試験場の窟閏徳幸窯業部長

肥後盛英･中重朗両技師は御多忙中にも拘らず各窯

元および入来･笠沙などの原料地を御案内いただきそ

の上多くの貴重な資料を供与して下さった.改めて深

く謝意を表する次第である.
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